



















































































































































































































































































　精神医学者 C. G. ユングは、人間の無意識層には、個人的な層だけでなく、
個人を超えた「集合的」と呼ばれる層があると考えている。それは、人類や、
あるいは民族などに共有され、それらに属する人々の生の源になっている。
　例えば、母という存在は「太母」と呼ばれる元型によって、そのあり方や
意味が、人類という大きな集合体によって共有されている。母と父とのあり
方や意味は、ある特徴を持って非対称であるが、母なる存在は「太母」元型
の影響下にある。「太母」には、慈しみ育む働きの側面と、守る姿勢の中に
も引き止め自らのものにしようとする働きの側面とがある。鬼子母神の神話
には、この両側面が語られている。「私がお母さんになってあげる」とピーター
パンに語るウェンディは、善玉のように見えるが、後者の姿であり、少年の
成長を止めてしまう働きを持っている。
　人格的存在だけではない。例えば、幾何学的図形でも、元型的働きを持ち、
無意識の秘密を包み込み、我々の心に働きかける。例えば、十字形は、多く
の文化圏で宇宙的原理の一つの現われである。方位を四方に分割することも
その意識の表れであるし、漢字の十は、一つの位が完了し終了したことを表
している。キリスト教徒にとっては真理と愛と救済のシンボルであり、ゲル
マン＝アーリア民族にとっては、真理と正義の象徴である。インドでは、仏
教も含めて十字の変化形である卍を尊重する。螺旋を逆にした逆卍も、卍の
一つの形である。その形はゲルマン民族の崇高さの証しでさえあった。そし
て、彼らを戦争に駆りたてたこともあった。
　剣というのは何であろうか。もしも、柳生宗矩が手にしていたものが剣で
はなく、筆であったら、あるいは花であったら、彼は同様の人間像を目指し
ていただろうか。どの世界でも、武人は剣などの武器を手にする。このこと
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が、人の心にとって、そして文化にとって持つ意味、与える影響ということ
を考えて見たい。
　仏教においては、剣の意味が、特に不動明王という存在に顕著に表れてい
る。不動明王を特徴づけるものは、剣と索である。剣は悪に対する戦いを象
徴する。
　密教の行者が三密の行によって大日如来と一体化する時、彼はまず金剛薩
埵と一体化するのであり、金剛薩埵こそ、三密の秘法の媒介者であるが、金
剛薩埵を特徴づけ、象徴するものは、金剛鈴と金剛杵である。金剛鈴の働き
が「驚覚」（如来と行者の働きを励起すること）であるとすれば、金剛杵こ
そは古代インドの武具であり、剣に代わる存在である。煩悩を打ち砕き、金
剛鈴とともに、行者を「更にその先」へと誘い励ます働きを象徴するもので
ある。そこには、ある精神性にとって不可欠のものとしての武具がある。
　他の文化圏ではどうだろうか。例えば、ギリシア・ローマの文化圏では。
　ユングが無意識層における異性像として研究した「アニマ・アニムス」は、
4段階に分けて考えられるのが普通であるが、例えば男性の無意識に存する
女性像であるアニマの場合、男性の意識が成熟するにつれて、第3段階では「聖
なるアニマ」、第4段階では「叡智のアニマ」へとやはり成長・成熟するとさ
れる。これはどのようなアニマであるかということを説明して、聖なるアニ
マについては聖母マリアのような存在であるとされることがある。気高い聖
なる存在であり、救済的な働きを表現している。筆者は、親鸞が夢告を受け
たとされる救世観音のイメージも、聖なるアニマであると考えている。とこ
ろで、キリスト教徒にとっては、その宗教の救済に関して、キリストと共に
原点でさえあるかのような聖母マリアが最終的段階ではないことが理解しに
くいという。では、第4段階である叡智のアニマはというと、女神アテーナー
のような叡智に満ちた、しかも両性具有的存在であるという。アニマの最終
的段階が両性具有的であるとは、どういうことであろうか。この点は、日本
人の研究者にとっても説明しにくいようで、筆者がこれまでに知る限りでは、
明快な説明はなかなかし難いようである。武士道と士道の違いから、士道の
根拠となる精神性、そして「剣」の意味にまで思いを巡らした時、筆者はこ
こに一つの解答を得たような気がした。
　元に戻ると、アテーナーは叡智の叡智の女神であり、トロイ戦争の物語に
おいては、ヘーラー・アフロディーテーと「最も美しい者」を争うほどの存
在でありながら、剣を佩き、甲冑を身に着ける神である。その剣とは、闘い
に明け暮れ、血にまみれる剣ではなかったと考えることができる。すなわち、
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聖なるアニマのもつ救済の力の「更にその先」に、その聖性や救済の力と権
能をも超越し、聖性そのものの根本であるようなカリスマ（神の働きの顕現）
の領域があり、それを象徴するものの一つが「剣」なのである。
　古代ケルト文明は、ヨーロッパ亜大陸の中原に栄えたが、ローマ帝国との
抗争に疲弊し、ゲルマン民族の圧迫に抗しきれず、西へ西へと追われた。後
にウェールズやアイルランドなどに、わずかに生存の場を見出したが、その
歴史の中で生まれてきた伝説的英雄がアーサー王である。ブリテン島を守っ
て民族の再興を図った何人かの実在の英雄がそのモデルとなった可能性はあ
るが、ケルト民族の心の奥底から生まれ、後にヨーロッパの伝説的英雄となっ
たものと考えて良いであろう。
　さて、アーサー王を英雄たらしめるものは何か。それは剣である。神は王
にふさわしい者として、岩にしっかりと食い入る剣をわが物とした者がそれ
であるとした。この剣を手にした者が後のアーサー王である。突然現われた、
ある意味では成り上がりの王を認めない者たちを騎士団を率いて平定し、彼
は侵略者たちと戦うのである。
　アーサー王の英雄としての崇高さと、その神聖なる権威は、ヨーロッパの
人々の心を捉えた。イギリスの歴代王朝が、その王としての血筋の正当性を
主張する際には、その祖先の誰かをアーサー王と結び付けておくのが通常で
あったということであるし、イギリスの貴族がその系図を作ろうとする時に
は、歴代王朝の誰かと祖先を結びつけるのが通常なのであるから、結局すべ
ての権威の源は、アーサー王であると言ってもよいほどである。
　後に、ヨーロッパに騎士階級が成長し、キリスト教会が彼らをも支配下に
置こうとして、騎士への叙階を秘蹟に等しいものと見なすようになった時、
騎士は戦う聖職者となり、信仰と高い倫理性を求められることになった。
　アーサー王伝説においては、剣だけでなく、聖杯が重要な役割を占めるよ
うになる。十字架上のイエス・キリストの血を受けたとされる杯、あるいは
最後の晩餐に用いられたとされる杯が、神に仕える聖なる騎士たちが探し求
め、あるいは守り続けているという伝説が人々の心を捉えた。
　アーサー王伝説のモチーフは、今日でも到るところに見られる。ラスベガ
スで観光客を迎えるのも、ディズニーランドのそこかしこにも、それは見ら
れるという
（注13）
。
　何よりも、ハリウッド映画の『インディ・ジョーンズ』や『スタ ・ーウォーズ』
を見れば解りやすい。なぜ、命がけの冒険をして、秘密の場所に安置される「聖
杯」を探し出さなければならないのか。それを今時まで老騎士が守り続けて
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いるのか。欧米の人々にとっては、それは「なぜ」という以前に、心の故郷
の物語である。「なぜ」以前に、心が語りかけてくるような、その奥底にあ
るものを、ユングは「元型」と呼んだのである。宇宙で戦いを繰り広げるよ
うな未来の物語の中で、なぜ、剣というような前近代的な武器を用いて戦わ
なければならないのか。それはボタンの一押しで済むような、あるいはコン
ピュータが識別し追尾して自動的に攻撃するような、そのような戦い方で行
われてはならないのである。なぜか。人々の心が納得しないのである。自ら
の肉体を危険にさらし、信じる役割のために、剣という聖なる武器を持って
立ちあがる勇者たちが、どうしても必要なのである。
5．剣と聖杯
　ここまでの考察で、聖性の象徴の一つとしての剣と、さらにそれに加えて
聖杯という存在が浮かび上がった。
　剣に加えて、聖杯についても考察していきたい。ユングは、さまざまなも
のごとには、多面性、両面性や両義性があるということを重視する。剣が英
雄的男性の聖性を象徴するとするならば、聖杯は、同様な女性性の象徴であ
ろうか。だからこそ、聖杯は聖なる男性によって守られているのである。
　アーサー王伝説が人々の心を捉えながらその内容を豊かにして行ったと考
えると、そのようになった必然性の一つを、上記のような両面性、両義性に
よってバランスがよくとられているからであると考えることはできないであ
ろうか。一面をのみ強調して他の面を無視し偏るということが無いために、
物語はふくらみを持ち、発展しやすい。アーサー王騎士団の英雄たちは、た
だ単に武勇を誇り、戦いにのみ生きる人々ではない。アーサーに知恵を与え
て彼を守る老魔術師マーリンは、無邪気で奔放な少女ヴィヴィアンに心を奪
われると、その魔術まで奪われ封じられてしまう。それは、智恵が足りない
のではなく、強さだけでなく、時には弱さの面も無ければならないからでは
ないだろうか。
　これらの物語を人々の心の奥底から生まれ、また、そこに働きかけつつ帰っ
ていく働きを持つものと考えるならば、これらの物語を持つ人々の心を、文
化を安定したものとして育てやすいと考えられるからである。
　剣は戦う力と強さを表示し、聖性の象徴の一つである。聖杯は、最後の晩
餐に用いられたものであるとすれば、イエスが使徒たちに互いに僕として仕
えるべきことを教え、最後にあたって、血と肉までも与えると宣言した、与
える愛の象徴である。イエスの血を受けたものであるとするならば、十字架
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の苦しみに耐えながら、「彼らの罪を許し賜えと祈り、魂を御手に委ねます」
と叫んだ際の血の象徴である。許しと愛の象徴であると解釈してよいであろ
う。戦うものたちが尊敬され、時には崇拝までされる時、この二つの聖性が
本来必要なのではないだろうか。
　聖杯という形では表れないが、中国の文化において聖なる存在となった武
人は、関羽である。今日でも民間に広く信仰され、関羽を祀る関帝廟は、健
康や安全、商売繁盛までを幅広く祈る場所となっている。それは、関帝が、
幅広く愛し与える神だからではないだろうか。『三国志演義』に描かれる関
羽は、敵将曹操にさえ愛され保護されるほどの武勇と人徳の人であり、それ
でもなお仕える劉備玄徳に対する忠義を忘れず、劣勢を独り支え戦う猛将で
ある。張飛が、乱暴蛮勇の面をもって描かれているのに対比して、わが国の
武士道と士道との区別をあてはめて考えるのは、無意味ではないのではない
か。関羽は、最後は自分の代わりとして捕われた村人を助けるために殺され
に行く姿で描かれる。どんな形であれ、この伝説に触れる人々にとっては、
単に武勇の人でなく、自らをも含めて与える愛を持つ存在と見なされるので
ある。こうして関羽は、最高神である「帝」の一柱となった。
　思えば、わが国においても、武士階級であろうとなかろうと、人々を苦し
みから守り、命さえ投げ出そうとする人々は、義民、あるいは「薩摩義士」
などのような義士として、神に近い崇敬を受けてきた。
　新渡戸がその著で描き、讃美しようとした士道（彼の言う「武士道」）が、
その最高形態が「愛に近い」ものであるとするならば、それには、本論考で
言う「剣」の象徴あるいは原理と、「聖杯」の象徴あるいは原理が、共に欠
かせないものではなかっただろうか。
　「士道」と大袈裟に呼ばなくとも、この二つの原理が、少なくとも「もの
のふ」の心には必要であると考えて良いであろう。そして、新渡戸がそれを
武士階級に限らない、普遍的原理であると説いた意味を考えるならば、わが
国の文化がそれらをどのように再発見していくかということは、我々の生き
方にとっても、この国の未来にとっても、重要な課題なのかもしれない。
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